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本研究は空き店舗の部分的な修景と同店舗周辺の建築ファサードの検索が，修景した空き店舗に対して検索
誘導性忘却を発現させるとの仮説を措定し，室内実験を通じて同仮説を検証する．商業地を回遊した際，実際
には見ていたにも関わらず商業地を構成していた店舗ファサードを想起できないことがある．情報の忘却は想
起対象と類似した情報を検索することが原因となり発現するとされ，同現象は検索誘導性忘却として知られる．
そこで本研究では，まちなか回遊時の記憶の忘却を店舗ファサードの検索と忘却と抽象化した上で，特に空き店
舗の検索誘導性忘却の発現に着目し，空き店舗の部分的な修景と周囲の建築ファサードの検索が，空き店舗の
検索誘導性忘却を発現しうる可能性を検索経験パラダイムにより検討した．実験の結果，周囲の建築ファサー
ドに調和するように空き店舗の一部に暖簾を設置し，周囲の建築ファサードの検索を促すことで空き店舗の想
起が抑制されること，すなわち仮説を支持する結果が得られた．
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1. はじめに

(1) 検索誘導性忘却
想起は我々が蓄えている膨大な情報の中から必要な

情報を取り出す認知処理である．適切な想起は，必要な
情報の検索が促進され，不要な情報の検索が抑制される
ことで実現する．とりわけ情報の検索の抑制については
先行して実行した検索経験がその後の情報検索をしば
しば抑制させることが指摘されており 1),2),3)，同現象
は検索誘導性忘却（RIF; retrieval-induced forgetting）
と呼ばれ，研究が蓄積されてきた．
検索誘導性忘却を説明する理論的なモデルはいくつ

か提案されている．Anderson & Spellman2) は，検索
誘導性忘却が生じる原因を情報検索時の活性化の抑制
として説明する．すなわち，想起は環境中の視覚刺激
を学習し，その情報を蓄積し，同蓄積から必要に応じ
て検索するという一連の過程を経て実現する．学習過
程では環境中の視覚刺激を類似度に応じて意味的に近
い視覚刺激を近くに，意味的に遠い視覚刺激を遠くに
配置した上で，各刺激をリンクで結び，ネットワーク
化した情報として蓄積する．検索過程では，蓄積した
情報から必要な情報を活性化させることで検索処理を
促進させる．情報の想起は同活性化量が一定の閾値を
超えると実現する．このとき，情報の活性化は検索対

象となる情報に加え，同対象近くに配置された情報に
ついてもリンクを通じて実行されるが，それゆえ検索
対象と同対象と類似する情報の活性化がしばしば競合
し，互いの検索を阻害する．そこでこうした活性化の
競合を回避するため，検索対象と類似した視覚情報の
活性化に対して抑制が図られる．同抑制効果は一度作
用するとその後も継続して実行され，その結果当該情
報の検索が困難になり，想起が抑制される．
以上を整理すると，検索誘導性忘却は想起対象と類
似した情報の検索を促すことで生起することが指摘で
きる．

(2) 検索誘導性忘却と街並デザイン
検索誘導性忘却は無意識のうちに形成されるとの特
性を有するため，同効果を巧みに利用することで，我々
の行動や体験を無意識のうちに制御，改善できる可能
性があるといえよう．例えばまちなかの回遊時の記憶
の想起を試みたとき，実際には見ていたはずの店舗を
想起できなかったことはないだろうか．こうしたこと
は，街並想起時に検索誘導性忘却が発現している可能
性を示すものであり，同効果を利用することができれ
ば，来街者にネガティブな印象を抱かせる街並構成要
素の想起を抑制しうる可能性がある．すなわち，空き
店舗は多くの店舗がシャッターを降ろした真の意味での
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「シャッター商店街」ほどの空き店舗率でなくとも，数
軒目にするだけで活気のないまちと記憶されてしまう
まちなかの衰退を視覚的に印象づける存在である．こ
こに検索誘導性忘却が示す不必要な情報を抑制する特
性を発揮させることができれば，空き店舗の想起を抑
制させ，来街者にまちなか衰退の印象を抱かせること
を回避できると考えられる．そこで本研究では，検索
誘導性忘却に着目し，空き店舗の部分的な修景と同店
舗周辺の建築ファサードの検索を促すことが空き店舗
の検索誘導性忘却を発現させる可能性を室内実験によ
り検証することを目的とする．

(3) 既存研究
a) 検索誘導性忘却の計測方法
検索誘導性忘却は検索経験パラダイム（retrieval -

induced forgetting paradigm）と呼ばれる手続きを用
いて検討されてきた. 同パラダイムは，学習段階，検索
段階及びテスト段階から構成され，例えば Anderson1)

は同パラダイムを用いて語彙を対象にした検索誘導性
忘却を検証した．具体的には，まず学習段階にて，実
験参加者にカテゴリと呼ばれる類似性の高い事例群と
そのカテゴリの名称を対提示し（e.g.，果物-リンゴ，果
物-バナナ，職業-センセイ，職業-イシャ）し，学習する
ように要請した．つづいて検索段階にて，カテゴリ名と
語幹手がかり（e.g.，果物-リ ）を用いて，学習した対
の半数のカテゴリを対象に同カテゴリ内の半数の事例
を繰り返し検索させた．その後，検索段階で検索した
事例を含めすべての事例の再生を求めた．テスト段階
では検索段階における操作に基づき，検索を行った事
例（e.g. リンゴ）をRp+（Retrieval practice+），検索
を行ったカテゴリの内，検索を行わなかった事例（e.g.

バナナ）を Rp-（Retrieval practice-），さらに検索を
行わなかったカテゴリの事例（e.g. センセイ，イシャ）
を Nrp（No retrieval practice）と定義し，参加者に各
事例の再生を要請し，その成績を比較した．その結果，
Rp+の再生率が Nrpよりも高くなる想起の促進効果が
観察されるとともに，Rp-の再生率が Nrpよりも低く
なる想起の抑制効果が観察された．事前に検索対象と
ならなかった語彙の再生が抑制されたことは，語彙の
検索経験が同語彙と同一カテゴリで検索を実施しなかっ
た語彙の検索を抑制したため，すなわち検索誘導性忘
却が発現したためと解釈された．
一方Maxcey4)は，画像における検索誘導性忘却の発

現を明らかにした．Maxcey4)のパラダイムもまた学習
段階，検索段階，テスト段階の 3段階から構成された．
まず学習段階として，類似性の高い画像の集合をカテ
ゴリと定義し（あるカテゴリーを構成するオブジェク
トの一例：ストライプ生地の椅子，パイプ椅子，黄色

生地のソファ等），複数のカテゴリを参加者に学習さ
せた後，検索段階として学習段階で提示した半数のカ
テゴリを対象に再び提示し，参加者に同画像が学習段
階で提示された画像であるか否かの判断を求める再認
課題を実施することで検索を促した．テスト段階では，
一度も提示されていないダミー画像を含む画像を提示
し，提示される全画像に対して再認を求めた．その結
果，検索段階で検索した画像の再認率は検索段階で検
索していない画像の再認率よりも高くなる想起の促進
効果が観察されるとともに，検索段階で検索したカテ
ゴリのうち検索対象でなかった画像の再認率が，検索
をしていない画像の再認率よりも低くなる想起の抑制
効果が観察され，画像においても検索誘導性忘却が発
現することが確認された．

同研究は画像を対象にしており，空間内の物体が検
索誘導性忘却が発現する可能性を示している．しかし
ながら，先行研究によって明らかにされた検索誘導性
忘却は椅子など，比較的単純化された対象であるとい
え，我々が日常的に想起する街並景観といったより抽
象性の高い対象に対しても同効果が認められるかは定
かではない.

b) 店舗ファサードの物理的特徴

平野 5)は，店舗の物理的要素により店舗を類型化し
た．具体的には，各店舗が我々に向けて発信する店舗
ファサードによる情報を物理的要素 2要素，「情報の量」
と「情報の種類」によって定量化し，店舗ファサード
を 3類型に分類した．同研究では，八百屋の野菜のよ
うに店先に陳列された実物商品を直観情報と呼び，同
情報を多く発信していることから直観的に店舗サービ
スを理解できる「直観型店舗」と定義した．また，金
券ショップのポスターや値札のように店頭の文字を論理
情報と呼び，同情報を多く発信する「論理型店舗」，さ
らに，ブティックのように，ショーウィンドウにほとん
ど商品を陳列しない店舗，すなわち直観情報，論理情
報ともに少ない「抑制型店舗」と定義した．

そこで本研究は，店舗ファサードの特徴を店舗が発
信する情報に基づき定量的に評価し，同情報を操作し
た検索経験パラダイムを設計，実施する．具体的には，
一般の店舗と空き店舗の類似度を高めるため，空き店
舗の一部に店舗情報を付加することで修景した空き店
舗を作成し，学習段階にて一般店舗，空き店舗，修景
した空き店舗を学習させる．つづいて検索段階で一般
の店舗の検索を実施することで，修景した空き店舗に
対して検索誘導性忘却が発現する可能性を検証する．
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a 一般店舗
b 空き店舗
c 修景空き店舗

図–1 選定した店舗画像の一例

…

あった ・ なかった

あった ・ なかった

学習刺激の提示

再認課題

学習段階

検索刺激の提示

再認課題 …あった ・ なかった 検索段階

テスト段階

…

ダーゲット刺激，ディストラクタ刺激の提示

…

…

あった ・ なかった

図–2 実験手順（検索有り条件の場合）

2. 検索経験パラダイムに基づく修景空き店
舗の想起抑制の検証

(1) 方法
a) 実験参加者
実験参加者は，学生 5 名（男性 3 名，女性 2 名，

20.2±0.8才）であった．
b) 刺激
検索経験パラダイムに用いる刺激を作成するため，ま

ず，アイレベル（1.5m）から店舗正面に垂直になるよ
うにして 300件の店舗を撮影した．つづいて平野 5)を
参考に，これらの店舗が発信する情報の面積にもとづき
店舗画像を選定した．具体的には店舗情報の多寡に着目
し，直観情報及び論理情報を店舗情報と定義し，店舗画
像の 1階間口面積に占める総店舗情報面積が 20-80%の
店舗画像を「一般店舗」とした．一方店舗が閉鎖され
ている空き店舗は，店舗情報が表出されていない状態
だと考え，本研究では店舗情報を含まず，かつ店舗画
像の 1階間口部にシャッターが降ろされている店舗画

像を「空き店舗」と定義した．以上を踏まえ，撮影し
た 300件の店舗画像から一般店舗を 220画像，空き店
舗を 48画像選定し（図–1(a)(b)），Adobe Photoshop

CS5（Adobe 社）により背景を削除，色調をモノクロ
へと変換した．さらに，選定した空き店舗画像のうち
24画像を対象に部分的な修景として同画像内に暖簾を
配置した．本研究では同画像を「修景空き店舗」と呼
ぶ（図–1(c)）.

検索経験パラダイムで使用した刺激は実験参加者の
約 1500～4000 mm前方に設置された 2210 × 1240 mm

スクリーン上に大きさ 2000 × 800 mmにて提示された．
学習段階は，大きさ 400 × 600 pixel に加工した一般
店舗画像 48画像，空き店舗画像 6画像，修景空き店舗
画像 6画像を学習刺激として提示した．また検索段階
では，中央に凝視点を配置し，その左右に学習段階で
提示した一般店舗画像と学習段階で未提示の一般店舗
画像を配置し，検索刺激として提示した．テスト段階
では，学習段階で提示した 60店舗画像をターゲット刺
激，学習段階，検索段階で提示しなかった 60店舗画像
をディストラクタ刺激として提示した．

c) 手続き

試行の流れを図–2に示す．実験参加者は着座し，前
方に設置されたスクリーンを両眼視し，手元の回答用
紙に回答を記入することを要請された．実験は検索有
りと無しの 2条件を設定した．
検索有り条件は 3つの段階から構成され，以下のと
おりであった．まず学習段階として，48一般店舗画像，
6空き店舗画像，6修景空き店舗画像からなる学習刺激
をランダムに提示し，同刺激を覚えるように指示した．
このとき初頭効果と新近性効果を排除するため，ダミー
画像を学習段階の初めと終わりに 各 3画像提示した．
次に検索段階として，検索刺激を 48刺激ランダムに
提示した．参加者には検索刺激に含まれる 2つの店舗
画像のうち学習段階で記憶した店舗が左右いずれであっ
たか，手元の回答用紙に回答を記入することを求めた．
回答の正誤についてはフィードバックしなかった．そ
の後本実験の内容とは無関連な推論課題を妨害課題と
して 3 分間実施した後，テスト段階として再認課題を
実施した．再認課題は，ターゲット刺激とディストラ
クタ刺激をランダムに提示し，提示された刺激が学習
段階で記憶したものであるか否か，手元の回答用紙に
回答を記入することを要請した．すべての段階におけ
る刺激の提示時間は 1刺激につき 5秒であり，同提示
時間経過すぐに 0.5秒のブランクを提示し，次の試行に
進んだ．
検索無し条件は，検索有り条件から検索段階を除い
た手順にて実施した．
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表–1 ターゲット刺激の再認率

店舗画像 検索無し条件 検索有り条件
平均再認率（%） 標準偏差（%） 平均再認率（%） 標準偏差（%）

一般店舗（検索有り） — — 81.7 19.8
一般店舗（検索無し） 73.6 23.5 69.1 26.4

修景空き店舗 83.3 14.9 73.3 30.9
空き店舗 46.7 19.4 80.0 19.4

(2) 結果と考察
学習段階にターゲット刺激として提示した店舗画像

の各参加者の再認率を算出した（表–1）．その結果，検
索無し条件では修景空き店舗の再認率が一般店舗の再
認率及び空き店舗の再認率に比べて高くなることが観
察された．これは空き店舗に付加した暖簾に印字され
た文字に対して注意が強く惹起されることで同対象を
鮮明に記憶し，これをもとに再認の弁別を実行したた
めだと考えられる．また空き店舗の再認率が最も低く
なることが観察されたが，これは同値がチャンスレベ
ルとなっていることを踏まえると，テスト段階で提示
された空き店舗の類似性が高く同店舗の弁別が困難だっ
たことが原因だと考えられる．以上より，検索無し条
件では修景空き店舗は想起の抑制が観察されず，反対
に同店舗の想起が促進される傾向が観察された．
検索有り条件では修景空き店舗の再認率が検索を実

施しなかった一般店舗の再認率と同程度，また空き店
舗の再認率より低くなる傾向が観察された．これは空
き店舗の部分的な修景が同店舗の想起を抑制する可能
性を示すものである．
さらに，検索条件の有無による修景空き店舗の再認

率を比較したところ，検索有り条件は検索無し条件に
比べて低くなる傾向が観察された．
以上を踏まえると，周囲の建築ファサードに調和す

るように空き店舗に暖簾を設置し，周囲の建築ファサー
ドの検索を促すことで，修景空き店舗の検索誘導性忘
却を発現させる，すなわち修景空き店舗の想起を抑制
しうる可能性が示された．

3. まとめ

本研究は，空き店舗の部分的な修景と同店舗周辺の
建築ファサードの検索を促すことで，空き店舗の検索
誘導性忘却が発現する可能性を検索経験パラダイムに
基づき検証した．

その結果，修景空き店舗は検索無し条件に比べて検索
有り条件の再認率が低く，また，検索有り条件では修
景空き店舗は空き店舗に比べて再認率が低い傾向が観
察された．これは，空き店舗のファサードの設えを周
囲で営業する一般の店舗に近づけるように修景すると
ともに，一般の店舗を検索する機会を設けること，例
えば会話などを通じて来街時の記憶の検索を促すなど
することで修景した空き店舗の想起を抑制できる可能
性を示している．
なお，本研究は学習を要請した店舗群に占める修景
空き店舗の割合が検索誘導性忘却に与える影響につい
ては検討できていない．したがって今後，学習段階で
学習する店舗種の割合を操作した実験を実施すること
で同影響について検証する予定である．
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